
議会報告会 報告書 

  

彦根市議会議長 上杉 正敏 様 

広聴委員会      

                                  委員長  馬場和子 

 

開 催 日 時 令和６年８月３日（土）１６時５０分 ～ １９時２０分 

開 催 場 所 夢京橋キャッスルロード「ひこねゆかたまつり」 

出 席 議 員 

 

議 員 氏 名（ 役 割 ） 

森田委員（アンケートパネル掲出） 

安澤委員（アンケート呼びかけ） 

馬場委員長（統括責任者） 

参 加 者 数 
３００人 

（ひこねゆかたまつり来場者のうち、アンケート協力してくださった方） 

内   容 

（内容および時間配分） 

経年推移を知るため、令和４年度の同イベント会場でのアンケート調査の内容と同じ８項目

の「あなたが彦根市に望むものは？」でアンケート調査を実施。 

来場者にシールを貼ってもらう形で実施。 

午後５時からと午後６時からの二部制とし、男女でシールの色を変えて男性と女性の結果の

違いも調査。 

 

【シールアンケート内訳】 

 午後５時～ 午後６時～  

 男 女 計 男 女 計 合計 割合 

働ける場の確保 1 6 7 4 1 5 12 4.0％ 

商業施設の増加 13 9 22 5 5 10 32 10.7％ 

医療の確保 4 5 9 2 0 2 11 3.7％ 

よりよい教育環境 5 15 20 6 3 9 29 9.7％ 

緑豊かな街づくり 4 6 10 5 1 6 19 5.3％ 

安心・安全に暮らせる街 16 21 37 24 11 35 72 24.0％ 

子育て支援の拡大 20 42 62 19 32 51 113 37.6％ 

高齢者福祉の充実 1 5 6 4 5 9 15 5.0％ 

合計 64 109 173 69 58 127 300 100％ 

 

   

主催者にも場内放送などでアンケート協力への呼びかけをしていただいた。 



短時間の中で、合計３００人の方のアンケート調査へのご理解とご協力をいただけた。 

男女別の数字も明らかになった。 

主な質疑応答お

よび考察 

若い層の参加が多いためか子育て支援や、直近の米原市での土砂災害など身近で

発生した災害が記憶に新しいこともあってか安心・安全に暮らせる街が彦根市に

求めたいこととしてダントツの数字であった。 

男性と女性では求める姿に少し違いがあったことも明らかになった。 

家族で参加されていても、関心事が異なることも興味深かった。 

今回は「ひこねゆかたまつり」会場でのアンケート調査であったが、秋には来場

の年代が異なるであろう「彦根ゑびす講」会場での結果との対比も可能であると

考える。 

彦根市に望む８項目は、どれも大切なことであり施策の軽重は決められないもの

と考えるが、今回のアンケートおよび秋のアンケート結果から市民の想いを汲み

取り、委員会として彦根市への提言に結び付けられたら実施したことが生きた施

策に変わるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


